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立てて、鉦太鼓（かねたいこ）をとどろかす山笠11台が川
を渡り始めました。鉦や笛などふきならす中、男衆が山笠
を上下に揺って気勢をあげ、互いに水しぶきを掛け合う
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（平成２０年５月１７日：撮影） 

福永攻治さん（福岡／南東地区） 

「写真」 川渡り神幸祭（田川市  風治八幡神社） 

Gallery 元気に出席のみなさん 

たまには博多を会場に… 

福岡は？南区は？ 活動への提案を… 

賑
や
か
な
昼
食
後
、
小
田
新
地
区

委
員
の
司
会
で
進
行
、
井
上
会
長
よ

り
「
私
達
は
松
九
会
活
動
を
通
じ
て
、

健
康
で
楽
し
い
セ
カ
ン
ド
人
生
を
築

く
一
方
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
現
在
、
社
会
・

松
下
電
器
が
力
を
入
れ
て
い
る
エ
コ
・

温
暖
化
問
題
に
対
し
て
も
何
か
出
来

る
事
を
や
っ
て
行
き
、
社
会
と
の
繋

が
り
を
保
ち
、
更
に
有
意
義
な
人
生

を
作
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
瀬
戸
口
幹
事
よ
り
昨
年
度
の

活
動
内
容
の
報
告
の
後
、
本
年
度
の
活

動
を
決
め
、
次
回
の
再
会
を
楽
し
み
に

終
了
し
ま
し
た
。
　
　（
瀬
戸
口
雅
義
） 

第
13
回
定
期
総
会
を
受
け
て
、

各
地
区
で
総
会
が
開
催
さ
れ
、
議
案

書
に
基
づ
き
19
年
度
の
活
動
内
容

と
決
算
報
告
、
20
年
度
の
方
針
等
に

つ
い
て
説
明
・
確
認
が
な
さ
れ
た
。 

次
い
で
地
区
独
自
の
活
動
計
画
の

提
案
・
説
明
が
あ
り
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
が
切
ら
れ
た
。 

三
浦
会
員
の
司
会
で
、
福
田
幹
事

よ
り
活
動
報
告
が
あ
り
、
会
に
対
し

て
は
地
区
同
好
会
運
営
の
改
善
、
前

年
度
予
算
の
実
績
ゼ
ロ
項
目
に
対
す

る
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
新
旧
役
員
紹
介
の
後
、
20

年
度
の
活
動
と
し
て
講
演
会
、
海
外

旅
行
、
他
地
区
と
の
合
同
旅
行
、
忘

年
会
等
の
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
お
見
舞
対
象
者
の
情
報
が

役
員
に
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
っ
て
く
る

よ
う
な
対
策
を
検
討
し
議
事
を
終
了

し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
福
岡
・
市
会
議
員
の

光
安
力
氏
よ
り
「
市
政
と
南
区
の
道

路
行
政
」
の
テ
ー
マ
で
約
一
時
間
の

講
演
が
あ
り
、
市
の
財
政
状
況
・
貿
易
・

観
光
・
福
祉
等
の
現
状
と
、
南
区
関

連
の
外
環
状
・
都
市
高
速
・
一
般
道
路

の
建
設
状
況
と
、
計
画
を
聞
き
、
議

員
と
直
接
、
地
域
の
現
状
・
問
題
点
・

要
望
を
討
議
で
き
、
会
員
皆
さ
ん
に

非
常
に
好
評
で
し
た
。
　（
小
野
雄
史
） 

地
区
だ
よ
り
 

北
東
 5
月
22
日
 

春
日
寮
 
出
席
20
名
 

福岡 

西
 5
月
22
日
 

ク
リ
オ
コ
ー
ト
博
多
 
出
席
27
名
 

福岡 

中
 5
月
29
日
 

ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
 
出
席
31
名
 

福岡 

▼
前
任
の
松
原
先
輩
の
ご
推
薦
で
、

„
誘
わ
れ
る
う
ち
が
華
“と
心
得
て

お
引
き
受
け
を
し
、
４
月
の
松
九

会
定
期
総
会
で
選
任
さ
れ
、
つ
い
先

日
の
西
地
区
総
会
で
自
己
紹
介
を

し
た
新
米
幹
事
だ
が
、
松
九
会
の

趣
旨
に
則
り
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

ち
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
幹

事
の
初
仕
事
と
し
て
、
５
月
末
の
締

切
り
に
向
け
名
刺
代
わ
り
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
が
、
拙
文
が
会
員
諸

兄
の
目
を
汚
す
の
は
７
月
ら
し
い

▼
７
月
は
灼
熱
の
太
陽
が
照
り
つ

け
て
い
る
は
ず
で
、
若
い
頃
は
冬
よ

り
も
夏
が
好
き
だ
っ
た
の
に
、
ど
う

い
う
訳
だ
か
昨
今
は
夏
が
苦
手
だ
。

同
年
輩
の
諸
兄
は
ど
う
な
の
か
と
思
っ

た
り
す
る
。
夏
の
色
は
赤
で
あ
る
。

い
つ
の
頃
か
ら
か
日
本
人
は
折
々
の

四
季
に
色
を
重
ね
て
呼
称
し
た
よ

う
だ
。
夏
の
赤
は
そ
の
ま
ま
と
い
う

気
が
す
る
が
、
春
は
青
春
と
い
う

よ
う
に
青
、
秋
は
柳
川
出
身
の
北

原
白
秋
さ
ん
が
俳
号
に
し
た
ご
と

く
白
、
で
は
冬
は
何
色
か
、
読
者
は

瞬
時
瞑
目
し
想
像
を
し
て
ほ
し
い
。

白
色
は
す
で
に
秋
で
使
っ
た
。
意
外

に
も
冬
は
黒
。
な
る
ほ
ど
照
明
な

ど
無
い
時
代
の
雪
の
日
は
、
薄
暗
い

炉
辺
で
ひ
ね
も
す
藁
打
ち
か
繕
い

仕
事
し
か
な
く
、
往
時
の
心
象
風

景
を
忖
度
す
る
と
冬
の
黒
に
何
と

な
く
納
得
す
る
▼
60
年
以
上
生
き

て
い
る
と
使
い
続
け
た
身
体
の
ど
こ

か
が
傷
む
。
四
季
と
傷
む
身
体
と

上
手
に
付
き
合
い
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

一
節„
健
康
で
意
義
あ
る
人
生
“を

送
り
た
い
と
切
望
す
る
。
そ
れ
に
し

て
も
相
撲
界
は
春
と
秋
ば
か
り
が

目
立
つ
。
日
本
人
力
士
に
も
頑
張
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。
　（
清
成
文
彦
） 

ま
ず
物
故
者
へ
の
黙
祷
・
新
会
員

の
紹
介
の
後
、
松
原
幹
事
よ
り
地
区

活
動
報
告
が
あ
り
、
全
員
で
確
認
し

ま
し
た
。 

新
任
の
清
成
幹
事
か
ら
08
年
度

活
動
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
9

月
に
『
研
修
会
と
懇
親
会
』
と
『
年

末
懇
親
会
』
を
中
心
に
活
動
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
2
年
後
は
会
員
数
が
1
4
0

名
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
が
さ
れ
、

西
地
区
の
将
来
構
想
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。 

懇
親
会
で
は
健
康
や
趣
味
談
義
に

花
が
咲
き
、
話
題
が
尽
き
な
い
う
ち

に
時
間
が
過
ぎ
、
松
原
さ
ん
の
締
め

で
会
の
発
展
と
会
員
の
健
康
を
祈
念

し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
宮
尾
重
治
） 

南
 5
月
21
日
 

春
日
寮
 
出
席
31
名
 

福岡 
西
儀
務
新
幹
事
よ
り
、
南
地
区
の

活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
積
極
的
な

提
案
を
頂
き
た
い
と
の
要
請
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
が
提
案
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。 

最
後
に
前
地
区
委
員
の
田
中
収
さ

ん
と
新
地
区
委
員
の
川
畑
正
敏
さ
ん
、

新
会
員
の
神
　
勝
利
さ
ん
を
紹
介
し

て
閉
会
。
昼
食
懇
談
会
で
は
、
互
い

の
近
況
等
を
話
合
い
な
が
ら
、
親
交

を
深
め
ま
し
た
。
　
　
　
　（
本
多
明
） 

地
区
発
足
以
来
6
年
に
亘
り
お

世
話
頂
い
た
播
重
前
幹
事
・
彦
坂
地

区
委
員
の
挨
拶
の
後
、
福
永
新
幹
事

よ
り
、
新
世
話
人
・
新
会
員
紹
介
と

総
会
の
報
告
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
昨
年
度
の
活
動
状
況

南
東
 5
月
27
日
 

春
日
寮
 
出
席
28
名
 

福岡 
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羽
根
幹
事
（
今
期
退
任
）
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
参
加
者
か
ら
は
活
動
の

基
盤
つ
く
り
を
さ
れ
た
ご
苦
労
に
感

謝
と
労
い
の
気
持
ち
を
込
め
た
拍
手

が
送
ら
れ
た
。
小
林
新
幹
事
よ
り
活

動
計
画
の
説
明
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

新
会
員
の
紹
介
、
同
好
会
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
樋
口
靖
則
さ
ん

か
ら
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、

募
金
箱
に
は
会
員
か
ら
沢
山
の
善
意

が
寄
せ
ら
れ
た
。（
後
日
、
C
M
C

事
務
局
か
ら
募
金
金
額
1
9
、

0
6
3
円
の
報
告
と
お
礼
の
言
葉
が

届
き
ま
し
た
。）
総
会
後
は
懇
親
会

に
移
り
、
お
互
い
の
近
況
な
ど
積
も

る
話
に
輪
が
ひ
ろ
が
り
賑
わ
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
加
藤
進
一
郎
） 

第
一
部
は
議
案
書
と
深
江
幹
事
作

成
の
総
会
議
事
録
を
基
に
丁
寧
な
報

告
が
さ
れ
、
続
い
て
地
区
活
動
実
績

と
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
予
定
は
懇
親
会
が
三
回
、

ゴ
ル
フ
大
会
六
回
、
釣
り
大
会
三
回

と
、
熊
遊
歩
こ
う
会
が
二
回
で
す
。 

活
動
の
推
進
役
と
し
て
深
江
幹
事
、

西
田
地
区
委
員
（
新
設
）、
中
川
レ
ポ
ー

タ
ー
、
同
好
会
世
話
役
に
西
田
・
松

熊
会
ゴ
ル
フ
（
新
任
）、
吉
野
・
魚

釣
り
、
徳
丸
・
熊
遊
歩
こ
う
会
、
廣
田
・

会
計
係
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

第
二
部
の
懇
親
会
は
西
田
さ
ん
の

乾
杯
で
始
ま
り
、
久
し
ぶ
り
に
会
う

会
員
達
が
車
座
と
な
り
種
々
の
話
題

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
会
の
発
展
と
会
員
の
健

康
を
祈
願
し
て
山
中
さ
ん
の
万
歳
三

唱
で
、
賑
わ
い
の
中
で
散
会
と
な
り

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　（
中
川
祥
次
） 

5
月
17
日
 

鳥
栖
光
林
飯
店
 
出
席
36
名
 

佐
賀
 

5
月
13
日
 

玉
名
温
泉
白
鷺
荘
 
出
席
34
名
 

熊
本
 5

月
22
日
 

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
一
心
 
出
席
24
名
 

大
分
 

筑
後
 5
月
24
日
 

春
日
寮
 
出
席
9
名
 

福岡 

5
月
24
日
 

松
風
軒
 
出
席
66
名
 

宮
崎
 

5
月
17
日
 

伊
集
院
町
き
ぬ
や
 
出
席
12
名
 

鹿
児
島
 

林
田
良
一
さ
ん
（
福
岡
／
南
地
区
）
 

短
信
 

司
会
黒
川
会
員
、
議
長
重
信
会
員

で
進
行
。
総
会
報
告
後
、
地
区
事
業

報
告
、
会
計
報
告
を
し
承
認
さ
れ
、

次
い
で
計
画
と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

活
発
な
意
見
交
換
を
し
て
活
動
計
画

を
決
め
ま
し
た
。 

主
な
三
つ
の
行
事
担
当
者
よ
り
計

画
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
、
多
く
の

参
加
を
要
望
さ
れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
好
き
な
焼
酎
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
　
　
　
　（
林
田
栄
次
） 

 
と
本
年
度
の
計
画
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
同
好
会
各
ク
ラ
ブ
や
各
地
区
活
動

の
紹
介
が
あ
り
、「
歩
こ
う
会
」
の

世
話
人
の
菊
竹
さ
ん
か
ら
活
動
状
況

や
本
年
の
計
画
内
容
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。 

午
後
は
住
友
信
託
銀
行
の
内
山
氏

か
ら
「
遺
産
相
続
」
の
テ
ー
マ
で
、

最
近
の
「
遺
産
相
続
」
の
実
態
と
課

題
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
た
。
最
後

は
記
念
写
真
を
撮
り
「
遺
産
相
続
」

と
い
う
余
韻
を
残
し
、
散
会
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
笠
井
雅
弘
） 

筑
後
地
区
は
従
来
の
南
東
地
区
か

ら
、
久
留
米
市
、小
郡
市
、
朝
倉
市
、

そ
の
他
県
南
東
部
が
分
離
し
て
新
し

く
発
足
し
た
、
構
成
員
29
名
の
地
区

で
す
。
船
越
会
員
の
司
会
で
、
冒
頭

に
旧
南
東
地
区
の
播
重
幹
事
よ
り
筑

後
地
区
設
立
の
経
緯
説
明
が
あ
り
、

桑
野
新
幹
事
を
議
長
に
、
地
区
行
事

計
画
の
審
議
、
役
員
紹
介
が
あ
り
終

了
。み
ん
な
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら

懇
談
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。
　
　
　（
牟
田
慎
一
郎
） 

開
会
に
先
立
っ
て
、
故
藤
村
正
紀

さ
ん
へ
黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。
次
い
で
特
別
に
参
加

い
た
だ
い
た
井
上
会
長
の
挨
拶
後
、

地
区
活
動
と
会
計
報
告
が
あ
り
、
方

針
が
発
表
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
本
年
度
は
会
員
数
が
90
名
を

越
え
る
こ
と
も
あ
り
、
地
区
活
動
へ

の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
充
実
を
図
っ

て
い
く
事
を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
新
会
員
10
名
の
ス
ピ
ー

チ
に
続
い
て
、
上
田
辰
雄
さ
ん
の
歓

迎
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、
久
保
田
義
治

さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
で
は
会
場

が
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
仲
間
と
の
話
題
が
途
切
れ
る

こ
と
な
く
わ
い
て
、
賑
や
か
な
宴
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
　
　
　（
杉
村
實
） 

林
田
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
に
仕
事
に

そ
し
て
地
域
活
動
に
精
力
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
50
年
近
く
続
け

て
い
る
テ
ニ
ス
は
町
の
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
に
加
入
し
、
週
3
日
同
好
の

お
仲
間
と
白
球
を
追
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

取
得
さ
れ
、
週
3
日
介
護
老
人
ホ
ー

ム
に
勤
務
し
お
年
寄
り
の
お
世
話
を

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
域
の
公
民

館
で
の
男
の
料
理
教
室
の
会
長
も
務

め
て
お
り
、
こ
の
教
室
に
は
松
九
会

員
の
方
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

極
め
て
広
い
範
囲
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
林
田
さ
ん
で
す
。
　
　（
本
多
明
） 

平
内
裕
夫
さ
ん
（
福
岡
／
西
地
区
）
 

『
ス
キ
ー
の
腕
前
』
は
…
！！
 

平
内
さ
ん
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
魚

釣
り
の
他
に
、『
ス
キ
ー
』
の
趣
味

が
あ
り
ま
す
。
21
歳
頃
よ
り
井
戸
ポ

ン
プ
販
売
推
進
の
た
め
、
福
島
県
に

出
向
し
日
々
営
業
活
動
を
し
な
が
ら
、

休
日
を
利
用
し
て
販
売
会
社
の
友
人

（
ス
キ
ー
一
級
）
に
特
訓
さ
れ
教
わ
っ

た
も
の
で
、
人
に
教
え
ら
れ
る
レ
ベ

ル
に
あ
り
ま
す
。
定
年
後
は
松
九
会

登
山
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
年
4
回
程
度
、

北
海
道
の
富
良
野
、
ニ
セ
コ
等
や
東

北
地
方
に
出
か
け
、
今
年
は
山
形
蔵

王
温
泉
ス
キ
ー
に
参
加
し
、
初
心
者

に
教
え
な
が
ら
自
ら
の
ス
キ
ー
を
楽

し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
お
嬢
様
の
ご

主
人
も
一
級
と
の
こ
と
。 

こ
れ
か
ら
は
ピ
ア
ノ
も
始
め
た
い

と
、
新
し
い
趣
味
を
広
げ
、
健
康
を

喜
び
な
が
ら
多
く
の
人
と
の
交
流
を

深
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
　（
宮
尾
重
治
） 

議
題
 ①
松
九
会
総
会
の
報
告
 

　
　
②
新
会
員
の
紹
介
 

　
　
③
報
告
確
認
事
項
 

　
　
④
講
演
会「
相
続
と
遺
言
書
に
つ
い
て
」 

　
昼
食
を
は
さ
み
、
お
互
い
に
健
康

の
秘
訣
や
余
暇
の
過
ご
し
方
な
ど
、

予
定
を
1
時
間
オ
ー
バ
ー
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
神
弘
道
） 

遺産相続の勉強をしました 

筑後地区初の総会 

健康や余暇の論議も… 

活動の輪が広がる… 

会の発展と健康を… 

賑かな宴です… 

焼酎で楽しく懇談… 

テニスコートにて 

蔵王温泉でスキーを楽しむ 
平内さん 



エプロン姿の参加者の皆さん 

指導中の船越さん（右端） 

眼からうろこが落ちた 優勝者 

入賞者（クラブハウスにて） 

宗生寺にて 

参加者の皆さん 

梅
雨
入
り
直
後
の
6
月
12
日
、

前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、
42
名
の

参
加
者
は
攻
略
性
が
求
め
ら
れ
る
18

ホ
ー
ル
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
は
唯
ひ
と
り
ア
ン

ダ
ー
パ
ー
を
記
録
し
た
高
山
國
光
さ

ん
が
初
優
勝
、
準
優
勝
は
田
北
敏
征

さ
ん
、
3
位
は
同
ス
コ
ア
ー
な
が
ら

ハ
ン
デ
ィ
差
で
矢
野
眞
郎
さ
ん
。
終

了
後
、
プ
レ
イ
談
議
で
盛
り
上
が
る

中
で
の
表
彰
式
・
懇
談
と
進
み
、
お

互
い
健
康
に
留
意
し
次
回
の
ゴ
ル
フ

大
会
を
楽
し
み
に
散
会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
今
村
繖
利
） 

き
ら
り
 

き
ら
り
 

平
成
2
年
よ
り
体
育
指
導

委
員
を
務
め
る
船
越
清
さ
ん

は
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」

「
誰
で
も
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
老

若
男
女
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
の
健
康
促
進
に
太
宰
府
市

民
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
15
年
に
は
文
部
科
学

省
推
奨
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
太
宰
府
よ
か
倶

楽
部
」
設
立
に
携
わ
り
、
現

在
は
そ
の
役
員
、
指
導
者
と

し
て
太
宰
府
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
・
体
育
館
で
10
種
目
の
教

室
で
指
導
中
。
中
で
も
小
学

生
対
象
の
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」

の
指
導
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
い
な
い
も
の
が
大

半
で
、
未
熟
で
あ
っ
て
も
一

年
間
を
通
じ
て
成
長
し
た
姿

を
見
る
の
が
嬉
し
く
も
楽
し

く
も
あ
る
、
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
て
お
ら
れ
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
笠
井
雅
弘
） 

船
越
清
さ
ん（
福
岡
／
南
東
地
区
）
 

「
太
宰
府
よ
か
倶
楽
部
」 

設
立
に
貢
献
 

男
の
料
理
教
室
 

地
区
だ
よ
り
 

ゴ
ル
フ
 
福
岡
 

歩
こ
う
会
 

好
 
好
 会
 
会
 活
 
活
 動
 
動
 

同
 
同
 

6
月
18
日
参
加
者
15
名
の
も
と
、

大
宰
府
五
条
の
生
き
生
き
情
報
プ
ラ

ザ
で
地
区
行
事
の
健
康
に
配
慮
し
た

お
父
さ
ん
の
料
理
教
室
を
開
催
。
魚

国
さ
ん
の
料
理
長
他
2
名
の
ス
タ
ッ

フ
の
ご
指
導
で
、
盛
り
た
く
さ
ん
の

調
理
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

鰺
の
お
造
り
や
鶏
牛
蒡
め
し
等
、

計
5
品
を
手
際
よ
い
指
導
と
支
援

を
受
け
な
が
ら
次
々
に
完
成
、
中
で

も
「
鯵
の
お
つ
く
り
」
は
苦
戦
の
連

続
。
最
後
は
完
成
し
た
料
理
を
皿
に

盛
り
付
け
て
全
員
で
昼
食
・
懇
談
を

し
ま
し
た
。
今
回
の
教
室
で
は
丁
寧

な
ご
指
導
を
頂
い
た
魚
国
の
方
々
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
　（
笠
井
雅
弘
） 

6
月
3
日
Ｊ
Ｒ
教
育
大
前
駅
（
宗

像
市
）
に
50
名
が
集
合
。
昔
の
姿
そ

の
ま
ん
ま
の
街
道
筋
、
宗
像
市
・
赤

間
宿
か
ら
福
津
市
・
畦
町
宿
ま
で
の

12
㎞
を
「
健
康
維
持
と
歴
史
探
訪
」

を
兼
ね
、
気
分
も
軽
や
か
に
歩
き
ま

し
た
。 

途
中
、
沿
道
の
酒
造
元
・
公
民
館
・

民
家
の
方
々
の
親
切
な
対
応
に
感
謝

し
、
下
校
時
の
可
愛
い
小
学
生
た
ち

と
大
き
な
声
で
「
こ
ん
に
ち
は
〜
」

の
素
直
な
挨
拶
合
戦
！
 

そ
れ
ぞ
れ
の
小
さ
い
頃
の
ふ
る
さ

と
を
思
い
出
し
、
歩
き
な
が
ら
、
話

し
な
が
ら
の
楽
し
い
一
日
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　（
野
田
弘
信
） 

5
月
26
日
、
今
年
最
初
の
セ
ミ
ナ
ー

を
12
名
の
参
加
の
も
と
で
粕
屋
町
の

「
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
」
で
行
い
ま

し
た
。
今
回
は「
入
門
編
」と
い
う
こ

と
で
、
初
め
て
使
う
場
合
に
日
常
使

用
し
て
い
て
知
っ
て
お
く
と
便
利
な

操
作
や
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア

等
も
ま
と
め
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

講
師
は
木
村
健
一
さ
ん
で
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
て
き
め

細
か
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
後
半

は
内
田
肇
さ
ん
に
、
大
容
量
の
写
真

を
自
動
的
に
分
割
し
て
メ
ー
ル
送
信

す
る
方
法
な
ど
、
裏
技
の
紹
介
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
情
報
交
換
と
し

て
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を

質
問
す
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
る

人
が
答
え
る
な
ど
和
気
藹
々
の
雰
囲

気
で
、「
従
来
の
講
習
会
と
は
一
味
違
っ

た
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
が
あ
り

実
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
」
と
の
感
想

を
も
ら
い
ま
し
た
。
　
　（
梶
山
英
明
） 

福
岡
 

パ
ソ
コ
ン
 

5
月
19
日
、
今
に
も
雨
が
落
ち

て
き
そ
う
な
曇
り
空
の
下
、
新
メ
ン

バ
ー
2
名
を
加
え
28
名
（
７
組
）

と
過
去
最
高
の
参
加
者
で
賑
や
か
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

心
配
さ
れ
た
雨
が
降
り
始
め
、
私

（
瀬
崎
）の
組
が
前
半
を
終
わ
る
頃
に

は
、
本
降
り
と
な
り
プ
レ
ー
を
断
念
。 

世
話
役
の
判
断
で
、前
半
の
9
ホ
ー

ル
で
競
技
成
立
と
し
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
今
回
は
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ

た
上
に
、
雨
の
お
陰
で
私
が
優
勝
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
後
半
崩
れ
る

私
に
と
っ
て
は
ま
さ
し
く
恵
み
の
雨

で
し
た
が
、
次
回
7
月
の
大
会
で
は

正
真
正
銘
の
優
勝
が
で
き
る
様
に
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
瀬
崎
晃
） 

ゴ
ル
フ
 
佐
賀
 

福
岡
／
南
東
 

平
成
20
年
の
春
季
囲
碁
大
会
は
未

だ
桜
の
残
る
四
王
寺
山
麓
の
「
み
か

さ
の
湯
」
で
4
月
8
日
開
催
。 

初
代
松
九
会
会
長
の
酒
井
さ
ん
を

始
め
囲
碁
愛
好
家
14
名
が
参
加
し
て

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、
熱

戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
戦
績
は
以
下

の
と
お
り
。 

第
1
位
：
渡
辺
巌
 

第
2
位
：
秦
野
俊
樹
 

第
3
位
：
上
村
隆
徳
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
冨
永
孜
） 

 
囲
碁
 
福
岡
 

写
真
 
福
岡
 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
混
雑
を

避
け
た
5
月
9
日
の
大
興
善
寺
は

曇
り
空
で
、
時
折
ポ
ツ
ッ
と
雨
が
落

ち
る
程
度
の
絶
好
の
花
の
撮
影
日
和

だ
っ
た
。 

目
当
て
の
ツ
ツ
ジ
の
花
は
今
年
の

好
天
続
き
の
せ
い
か
だ
い
ぶ
時
期
が

過
ぎ
て
い
た
が
、
5
0
0
円
を
払
っ

た
境
内
の
山
中
は
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
ツ
ツ
ジ
で
全
山
が
埋
め
尽
く
さ

れ
、
要
所
々
々
に
は
立
派
な
杉
の
幹

や
瑞
々
し
い
モ
ミ
ジ
の
新
緑
が
配
さ

れ
て
い
て
絵
に
な
り
、
写
真
に
な
る

景
観
で
あ
る
。
秋
の
紅
葉
も
必
見
と

会長を退任された太田洋通さん
を顧問にご就任いただきました。 
創設当時より副会長、会長とし

ての豊富な経験を、これから増加
する会員数、広がる年齢層、多様
化する会の運営に、適宜アドバイ
スを頂けることになりました。 

～ 太田前会長を顧問に ～ 



お知らせ 

大興善寺の新緑とツツジ 

ミヤマキリシマを満喫 

よさこい踊りの若者と 

次回にリベンジ！ 

 
 

 

【
古
希
】
昭
和
13
年
生
ま
れ
 

栗
原
良
太
郎
 （福
岡
／
南
） 6
・
16
 

荒
木
重
夫
 
（
福
岡
／
南
東
） 6
・
29
 

黒
石
　
忠
 
（
福
岡
／
北
東
） 7
・
7
 

柴
田
恭
輔
 
（
福
岡
／
西
） 7
・
31
 

 
 

 
　
　
 

松
永
八
郎
（
オ
フ
ィ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）福
岡
／
西
 

吉
武
直
樹
（
松
下
電
工
久
留
米
）福
岡
／
筑
後
 

宝
満
友
義
（
松
下
電
工
久
留
米
）熊
本
 

米
倉
孝
俊
（
開
発
研
究
所
）
福
岡
／
西
 

鈴
木
博
利
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
宮
崎
）宮
崎
 

井
手
正
史
（
福
岡
管
理
部
）
福
岡
／
中
 

中
村
輝
昭
（
P
A
S
社
）
福
岡
／
北
東
 

 
　
　
 

諸
田
　
栄
（
松
下
電
工
久
留
米
）福
岡
／
北
東
 

井
上
国
廣
（
管
理
部
ド
メ
イ
ン
監
査
）福
岡
／
北
東
 

野
口
正
史
（
佐
賀
事
業
部
）福
岡
／
北
東

 

溝
上
澄
夫
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）福
岡
／
北
東
 

松
尾
俊
邦
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
共
済
会
）福
岡
／
西
 

小
嶋
義
治
（
情
報
シ
ス
テ
ム
）福
岡
／
西
 

高
田
和
男
（
環
境
本
部
）
福
岡
／
西
 

中
村
　
剛
（
総
務
グ
ル
ー
プ
）福
岡
／
西
 

寿
福
修
一
（
人
事
グ
ル
ー
プ
）福
岡
／
中
 

木
本
健
二
（
松
下
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス
）福
岡
／
中
 

福
永
義
明
（
松
下
総
合
保
険
サ
ー
ビ
ス
）福
岡
／
中
 

志
水
章
一
（
総
務
グ
ル
ー
プ
）福
岡
／
中
 

高
島
　
実
（
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
G
）福
岡
／
中
 

大
田
廣
行
（
品
質
保
証
統
括
G
）福
岡
／
南
東
 

岸
山
信
雄
（
人
事
グ
ル
ー
プ
）福
岡
／
南
東
 

丹
生
親
志
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
福
岡
）福
岡
／
南
東
 

鎌
田
儀
行
（
法
務
グ
ル
ー
プ
）福
岡
／
南
東
 

三
浦
　
洋
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
推
進
G
）福
岡
／
南
東
 

猪
口
英
彦
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）福
岡
／
筑
後
 

木
村
祐
二
（
ド
メ
イ
ン
監
査
室
）佐
賀
 

有
田
省
三
（
R
&
D
統
括
部
）佐
賀
 

中
園
孝
喜
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）佐
賀
 

永
渕
三
知
子
（
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）佐
賀
 

山
下
公
則
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
大
分
）大
分
 

平成20年度 
松九会会費自動払込ご案内 
皆様の「ゆうちょ銀行」の口座より平成20
年度年会費（￥３,０００）が自動引落しされ
ます。残高の事前確認お願いします。 

引落日 ／8月1日（金） 
尚、平成20年度入会者の方（２００８年４月
以降入会者）は除きます。 

サマーパーティーご案内 
日 時 2008年7月31日（木） 
時 間 13：00～15：00 
場 所 アサヒビール園 
費　用 ￥3、000 
※詳細は同封のチラシをご覧ください。 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 

会
員
の
動
き
 会員や
ご
家
族
か
ら
の
 

ご
辞
退
申
し
出
を
除
き
掲
載
し
ま
す
 

各
ク
ラ
ブ
の
行
事
情
報
 

クラブ名 連 絡 先  予 定 行 事  

7/12 笠置山／福岡・若宮 
7/23頃 白馬岳～ 
7/26 井原山／福岡 
8/9 内住峡～砥石山／福岡 
9/13 倉木山／大分 

藤井 哲夫 
092-566-0871

米倉 昭正  
092-585-09697/18 呼子周辺 

9/4 筑紫野ＣＣ（8：59） 江口 勝眞 
092-566-0885

登　山 

釣　り 

ゴルフ 

8/5 長崎鷹島（元寇の島） 
野田 弘信  
092-566-6134歩こう会 

クラブ名 連 絡 先  予 定 行 事  

木村 健一  
092-573-0210

7/22 デジカメde同時プリント（春日寮） 
 （10：00～） 
9/30 エクセル活用編（春日寮） 
 （10：00～） 

パソコン 

松九会事務局 
092-512-9592

9/3 阿弥陀堂だより(シネマ）（春日寮） 
 （13：00～） 

シネマ 
講座 

柴田 恭輔 
092-807-1819

7/18 例会（13：00～） 
8/8 夏の撮影会 山口・角島 
9/18 例会（13：00～） 

カメラ 

佐藤 直之  
092-565-2378

7/30 桧原運動公園 
8/27 桧原運動公園 
9/24 桧原運動公園 

テニス 

 
 （
続
き
）　
　
 

　
田
博
尚
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
大
分
）大
分
 

丸
田
誠
哉
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

城
戸
新
治
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

大
田
黒
正
昭
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

木
山
和
男
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

友
永
一
則
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

片
島
賢
一
（
デ
バ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
熊
本
）熊
本
 

丈
下
則
夫
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

崎
田
廣
実
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

長
友
幸
憲
（
人
事
グ
ル
ー
プ
）
宮
崎
 

佐
竹
年
春
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

中
村
利
満
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

河
野
　
稔
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

斉
藤
政
朗
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

河
崎
文
博
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

鎌
田
義
和
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

白
坂
幹
夫
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

西
山
三
國
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

永
友
孝
明
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

小
谷
久
義
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

松
枝
　
聖
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

大
橋
正
昭
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

図
師
正
人
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

村
岡
文
夫
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

川
崎
幸
男
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

上
栗
　
泉
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

古
市
宗
夫
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
宮
崎
）宮
崎
 

松
田
清
史
（
Ｃ
Ｓ
グ
ル
ー
プ
）
佐
賀
 

豊
福
和
義
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
大
分
）大
分
 

末
成
幸
二
（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス
熊
本
）佐
賀
 

成
木
信
一
（
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
デ
バ
イ
ス
熊
本
）熊
本
 

南
　
幸
利
（
Ｃ
Ｎ
Ｃ
熊
本
工
場
）
熊
本
 

上
杉
謙
治
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
C
C
九
州
／
大
分
）大
分
 

 
 

 

入
江
義
典
 （
福
岡
／
南
） 

浜
野
国
善
 （
佐
賀
） 

角
　
勇
賢
 （
福
岡
／
中
） 

佐
伯
観
自
　
 （福
岡
／
南
） 

山
歩
会
 
佐
賀
 

雨
の
予
報
で
予
定
を
二
日
間
延
期

し
た
に
も
拘
ら
ず
20
名
の
方
が
参
加

さ
れ
、
天
気
も
回
復
し
絶
好
の
山
歩

き
日
和
と
な
っ
た
。
4
台
の
車
に
分

乗
し
鳥
栖
を
出
発
、
玖
珠
P
A
で
合

流
の
あ
と
吉
武
台
牧
場
に
到
着
。
牧

場
の
ゲ
ー
ト
か
ら
入
山
し
舗
装
路
を

進
む
。
や
が
て
前
方
に
独
特
の
メ
ー

サ
台
地
が
見
え
て
き
た
。
暫
く
進
む

と
ピ
ン
ク
色
の
花
が
見
え
、
眼
前
に

満
開
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が
広
が
る
。

舗
装
路
の
終
点
に
は
万
年
山
の
案
内

板
が
あ
り
急
な
階
段
の
山
道
と
な
る
。

上
り
き
る
と
万
年
山
頂
上
に
到
着
し

た
。
山
頂
は
ガ
ス
で
視
界
は
悪
か
っ

た
が
、
昼
食
休
憩
の
間
に
ガ
ス
が
切

れ
、
涌
蓋
山
や
九
重
連
山
が
見
え
て

き
た
。
帰
路
は
、
宝
泉
寺
方
面
へ
山

道
を
下
り
、
林
道
に
出
て
特
異
な
姿

の
柱
状
摂
理
の
岩
場
の
下
に
で
た
あ

と
、
出
発
点
の
吉
武
台
牧
場
駐
車
場

へ
着
い
た
。
　
　
　
　
　（
吉
田
勝
則
） 

釣
り
 
熊
本
 

 
の
事
。
そ
の
中
を
我
々
は
メ
ン
バ
ー

夫
々
の
目
線
で
、
若
く
て
元
気
で
綺

麗
な
花
と
鮮
や
か
な
新
緑
の
美
を
求

め
て
右
上
、
左
下
、
も
っ
と
上
へ
と

カ
メ
ラ
を
か
つ
い
で
撮
り
歩
き
、
少
々

疲
労
感
も
味
わ
っ
た
が
帰
り
の
際
に
、

寺
の
山
麓
で
見
事
な
山
藤
を
発
見
し

て
撮
影
出
来
る
と
い
う
幸
運
も
転
が

り
込
む
撮
影
会
で
あ
っ
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
柴
田
恭
輔
） 

新
緑
の
候
と
な
り
、
目
に
青
葉
ヤ

マ
ホ
ト
ト
ギ
ス
初
鰹
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
旬
と
な
る
ス
ズ
キ

を
狙
っ
て
、
4
月
23
日
有
明
海
熊
本

沖
に
て
実
施
致
し
ま
し
た
。 

熊
本
港
よ
り
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
て

出
港
、
朝
か
ら
小
雨
の
天
候
。
中
潮

の
初
日
と
比
較
的
潮
ま
わ
り
の
良
い

な
か
期
待
と
意
欲
を
乗
せ
て
大
物
釣

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

今
回
は
深
江
さ
ん
が
専
任
で
ビ
デ

オ
片
手
に
大
物
つ
り
の
醍
醐
味
撮
影

に
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し

朝
6
時
半
頃
か
ら
釣
り
始
め
時
間

だ
け
が
経
過
、
竿
先
は
ピ
ク
リ
と
も

動
か
ず
、
よ
う
や
く
10
時
近
く
に
な
っ

て
30 
cm
ほ
ど
の
ヒ
ラ
メ
が
上
が
り
、

こ
れ
か
ら
か
な
と
皆
期
待
し
ま
し
た

が
結
果
は
散
々
、
ハ
ク
ラ
、
ヒ
ラ
メ
、

ガ
ラ
カ
ブ
、
コ
チ
等
が
少
々
。
小
雨

が
降
り
し
き
る
中
、1
時
頃
納
竿
、

次
回
リ
ベ
ン
ジ
を
心
に
き
め
今
大
会

を
終
了
し
ま
し
た
。
　
　（
中
川
祥
次
） 

6
月
1
日
9
時
、
玉
名
駅
に
集

合
し
た
の
は
8
人
（
ご
夫
婦
3
組
）。

始
め
に
西
南
の
役
の
名
残
が
残
る
繁

根
木
神
社
や
西
郷
小
兵
衛
の
墓
、
港

町
・
商
人
の
町
と
し
て
栄
え
た
高
瀬

の
船
着
き
場
跡
や
眼
鏡
橋
を
巡
り
、

着
い
た
の
が
高
瀬
裏
川
水
際
緑
地
公

園
。
6
万
6
千
本
と
言
わ
れ
る
花
菖

蒲
の
中
の
東
屋
で
、
し
ば
し
歓
談
し

ま
し
た
。
高
瀬
蔵
の
陶
芸
展
を
見
て
、

玉
名
温
泉
の
足
湯
付
近
に
来
る
と
、

な
に
や
ら
賑
や
か
な
音
が
聞
こ
え
て

来
ま
し
た
。「
玉
名
よ
さ
こ
い
」
の
会

場
で
若
者
の
踊
り
に
元
気
を
も
ら
い
、

こ
こ
か
ら
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
組
は
蓮
華

院
誕
生
寺
本
院
の
九
州
唯
一
の
木
造

五
重
塔
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
全
12 

km
の
花
菖
蒲
観
賞
と
玉
名
の
近
世
歴

史
散
策
は
、
深
江
さ
ん
が
カ
メ
ラ
を

回
し
素
敵
な
記
録
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
11
月
に
宇
土
方
面
を
予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
徳
丸
浩
二
） 

歩
こ
う
会
 
熊
本
 


